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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第102期

第１四半期
累計期間

第103期
第１四半期
累計期間

第102期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年６月30日

自 2022年４月１日

至 2022年６月30日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高 （千円） 2,054,066 2,228,423 8,765,910

経常利益 （千円） 148,711 73,487 425,868

四半期（当期）純利益 （千円） 130,425 45,679 309,852

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 6,228 6,228 6,228

純資産額 （千円） 2,904,651 2,742,876 2,802,312

総資産額 （千円） 4,974,380 5,140,529 5,005,403

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 20.99 8.25 51.84

潜在株式調整後１株当たり　
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10

自己資本比率 （％） 58.4 53.4 56.0
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標の推移につい

ては、記載しておりません。

２ 当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
（１）財政状態及び経営成績の概要

当第１四半期累計期間（2022年４月１日～2022年６月30日）における世界経済はロシアのウクライナ侵攻の長期

化や中国上海のロックダウンにより原材料・部品調達においてインフレ圧力が上昇し世界経済活動の重しになって

きております。

わが国内におきましても新型コロナウイルス感染症による厳しい活動制限から緩和され正常化に向かう中、急速

な円安ドル高による消費者物価高騰による消費活動の停滞が懸念されます。

また、海上コンテナ不足に加え、燃料費の高騰や労働力不足が海運市況の混乱を助長する結果になっており不透

明な状況が続いております。

当社ではお客様の理解のもと、各国の協力代理店及び船会社と緊密な連携を取り合ってコンテナ配送手配、荷役

作業等を行いまた、事務処理の効率化等、経費の削減に努めましたが、輸送コストの高止まりによる収益水準を押

し下げました。

当第１四半期累計期間（2022年４月１日～2022年６月30日）における当社の業績につきましては、新型コロナウ

イルスの影響もありましたが、営業収入は増加し、営業利益については前年比で減少しました。これは燃料費等諸

コストの高騰によるものであります。

 

この結果、当第１四半期累計期間における営業収入は2,228,423千円で、前年同四半期累計期間と比べ174,357千

円（8.5％）の増収となりました。営業利益は55,817千円で、前年同四半期累計期間と比べ45,721千円（45.0％）の

減益となりました。経常利益は73,487千円で、前年同四半期累計期間と比べ75,224千円（50.6％）の減益となりま

した。また、四半期純利益は45,679千円となり、前年同四半期累計期間と比べ84,746千円（65.0％）の減益となり

ました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　港湾運送事業　

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、今般新たな航路の取り扱いを始めたことにより既存

および新規の取引増加が見込まれ、営業収入は前年同四半期比において増収となりました。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は2,162,641千円で、前年同四半期累計期間

と比べ169,915千円（8.5％）の増収となり、全セグメントの97.0％を占めております。　

セグメント利益（営業利益）は146,397千円で、前年同四半期累計期間と比べ29,810千円（16.9％）の減益となり

ました。

 

②　自動車運送事業

当セグメントにおきましては、前年同四半期とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は64,534千円で、前年同四半期累計期間と比

べ4,496千円（7.5％）の増収となり、全セグメントの2.9％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は7,034千円で、前年同四半期累計期間と比べ3,033千円（75.8％）の増益となりま

した。
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③　その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入は1,247千円で、前年同四半期累計期間と比べ53千円（4.1％）の減収となり、全セグメント

の0.1％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は1,239千円で、前年同四半期累計期間と比べ53千円（4.2％）の減益となりまし

た。

 

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より203,910千円増加して3,097,908千円となりまし

た。これは営業未収入金の増加70,661千円、立替金の増加131,229千円等によるものであります。　

固定資産は、前事業年度末より68,785千円減少して2,042,620千円となりました。これは投資有価証券の減少

50,851千円等によるものであります。

流動負債は、前事業年度末より811千円減少して1,367,784千円となりました。これは営業未払金の増加59,480千

円、1年内返済予定の長期借入金の増加55,234千円、未払金の増加78,600千円、未払法人税等の減少135,052千円、

賞与引当金の減少38,426千円等によるものであります。　

固定負債は、前事業年度末より195,373千円増加して1,029,867千円となりました。これは長期借入金の増加

195,317千円等によるものであります。　

純資産は、前事業年度末より59,436千円減少して2,742,876千円となりました。これは繰越利益剰余金の減少

15,190千円、その他有価証券評価差額金の減少49,741千円等によるものであります。

 

（２）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
（４）研究開発活動

該当事項ありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,228,039 6,228,039
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株で
あります。

計 6,228,039 6,228,039 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年６月30日 ―　 6,228,039 ― 2,394,398 ― 52,473
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社大運(E04247)

四半期報告書

 5/18



 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2022年３月31日現在　

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 694,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,477,600 54,776 －

単元未満株式 普通株式 56,039 － －

発行済株式総数  6,228,039 － －

総株主の議決権 － 54,776 －
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権 

12個）含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式38株が含まれております。

② 【自己株式等】

2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社大運
大阪市中央区久太郎町4-
1-3

694,400 ─ 694,400 11.15

計 ― 694,400 ─ 694,400 11.15
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年６月

30日まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、か

がやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,393,816 1,364,932

  受取手形 1,393 3,546

  営業未収入金 786,926 857,588

  立替金 666,698 797,928

  その他 47,915 76,872

  貸倒引当金 △2,753 △2,960

  流動資産合計 2,893,997 3,097,908

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 92,923 90,880

   構築物（純額） 2,116 2,047

   機械及び装置（純額） 48,998 46,566

   車両運搬具（純額） 38,706 38,298

   工具、器具及び備品（純額） 5,831 5,135

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 12,000 12,582

   有形固定資産合計 776,759 771,694

  無形固定資産   

   のれん 139,655 132,672

   その他 19,615 15,764

   無形固定資産合計 159,270 148,436

  投資その他の資産   

   投資有価証券 964,890 914,038

   繰延税金資産 26,713 30,222

   差入保証金 79,172 79,054

   その他 321,038 321,032

   貸倒引当金 △216,439 △221,858

   投資その他の資産合計 1,175,375 1,122,489

  固定資産合計 2,111,405 2,042,620

 資産合計 5,005,403 5,140,529
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 38,267 1,657

  営業未払金 633,582 693,062

  1年内返済予定の長期借入金 343,387 398,621

  未払金 35,597 114,197

  未払法人税等 166,435 31,382

  賞与引当金 51,626 13,200

  その他 99,700 115,663

  流動負債合計 1,368,596 1,367,784

 固定負債   

  長期借入金 591,130 786,447

  退職給付引当金 227,910 227,490

  その他 15,454 15,930

  固定負債合計 834,494 1,029,867

 負債合計 2,203,090 2,397,652

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 52,473 52,473

   資本剰余金合計 52,473 52,473

  利益剰余金   

   利益準備金 18,025 23,558

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 641,602 626,412

   利益剰余金合計 659,628 649,971

  自己株式 △312,153 △312,191

  株主資本合計 2,794,347 2,784,652

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 7,965 △41,776

  評価・換算差額等合計 7,965 △41,776

 純資産合計 2,802,312 2,742,876

負債純資産合計 5,005,403 5,140,529
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

営業収入 2,054,066 2,228,423

営業原価 1,865,580 2,066,772

営業総利益 188,485 161,650

販売費及び一般管理費 86,946 105,832

営業利益 101,539 55,817

営業外収益   

 受取利息 12 1

 受取配当金 17,748 28,815

 受取家賃 6,600 6,600

 受取手数料 1,848 －

 雇用調整助成金 6,720 2,142

 受取補償金 8,863 －

 雑収入 11,231 7,101

 営業外収益合計 53,023 44,660

営業外費用   

 支払利息 1,711 1,655

 支払手数料 1,231 －

 為替差損 － 22,476

 賃貸費用 2,907 2,859

 雑損失 0 －

 営業外費用合計 5,851 26,991

経常利益 148,711 73,487

特別利益   

 固定資産売却益 － 799

 投資有価証券売却益 43,868 －

 特別利益合計 43,868 799

特別損失   

 投資有価証券評価損 363 －

 特別損失合計 363 －

税引前四半期純利益 192,216 74,287

法人税、住民税及び事業税 61,790 28,607

法人税等合計 61,790 28,607

四半期純利益 130,425 45,679
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

 　該当事項はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期累計期間

(自　2022年４月１日至　2022年６月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 前第１四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年６月30日）

減価償却費 19,968千円 15,156千円

のれんの償却額 6,982千円 6,982千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１　配当に関する事項

 
決議 株式の種類 配当の原資

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2021年６月25日定
時株主総会　

普通株式 利益剰余金 37,285 6 2021年３月31日 2021年６月28日
 

 
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

 
当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１　配当に関する事項

 
決議 株式の種類 配当の原資

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2022年６月28日定
時株主総会　

普通株式 利益剰余金  55,336  10 2022年３月31日 2022年６月29日
 

 
２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

　顧客との契約から生じる
収益

1,992,726 60,038 2,052,765 1,301 2,054,066 － 2,054,066

  外部顧客への売上高 1,992,726 60,038 2,052,765 1,301 2,054,066 － 2,054,066

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

339,216 120,729 459,945 － 459,945 △459,945 －

計 2,331,943 180,767 2,512,710 1,301 2,514,011 △459,945 2,054,066

セグメント利益 176,207 4,001 180,209 1,293 181,502 △79,963 101,539
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△79,963千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

　顧客との契約から生じる
収益

 2,162,641  64,534 2,227,176 1,247 2,228,423 － 2,228,423

  外部顧客への売上高 2,162,641 64,534 2,227,176 1,247 2,228,423 － 2,228,423

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

311,045 144,338 455,383 － 455,383 △455,383 －

計 2,473,687 208,872 2,682,559 1,247 2,683,806 △455,383 2,228,423

セグメント利益 146,397 7,034 153,431 1,239 154,671 △98,853 55,817
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△98,853千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

   顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

 

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第１四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 20円99銭 8円25銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（千円） 130,425 45,679

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 130,425  45,679

　普通株式の期中平均株式数（千株） 6,214  5,533
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月12日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人  
 

　　大阪事務所  
 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 上   田   勝   久  
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 森　　本　　琢　　磨  
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

2022年４月１日から2023年３月31日までの第103期事業年度の第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年６月30日

まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の2022年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上　

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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